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心に響く人生の匠たち
「千人回峰」というタイトルは、比叡山の峰々
を千日かけて駆け巡り、悟りを開く天台宗の荒
行「千日回峰」から拝借したものです。千人の
方々とお会いして、その哲学・行動の深淵に
触れたいと願い、この連載を続けています。
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八子知礼
Tomonori  Yako

奥田　起業されたのが2019年ですが、会社を設立

した思いや根底にある考え方のようなものを教えて

ください。

八子　僕の人生のほぼ集大成でつくりました。「僕

の人生の総力戦」。今までに学んできたことの全部

入りです。大学時代、社会人前半、製造業での体験、

コンサル初期の体験、コンサル中盤の体験とあら

ゆる場面でのエッセンスが生かされています。だい

たい6年ごとに挫折した経験があるので、それを起

こさないようにするための、組織体制や考え方も持

ち込みました。

奥田　挫折経験とはどんなものだったのですか？

八子　30代中盤は上司に尽くしに尽くしたけれど

も、その上司にハシゴを外されました。次の産業再

生系の会社では、入社直後に産業再生の投資をし

ないことになって。4カ月後、36歳の時に辞めるこ

とになりました。次の会社では42歳の時、部下に

裏切られて組織が崩壊するという経験もしました。

最初の松下電工に入った時から、5～7年で自分の

ステージを変えるというのは、もともと決めていた

ことなんです。ピーターの法則ですね。自分の成

長のためには組織を変えるか、自分の立ち位置を

変えるかのいずれかが必要になります。そんな発想

で人生設計をしていました。

奥田　起業するにあたって、特に気を付けていたこ

とはありますか。

八子　全部自分で背負込まないと決めました。会

社をつくったからには、背負わなければならないこ

とはたくさんあります。ですが、できるだけ背負込

まないと決めたんです。全部自分でやらない、と。

積極的に信頼して人に任せる。そのほか、がむしゃ

らに営業活動をしなくても仕事が入るようにする、

仕組化する、ということも決めました。

奥田　任せるといっても、期待以下だったりするこ

ともありますよね。

八子　もちろんあります。最終的には僕が責任を

取るわけですが、任せたからには徹底的にやって

ね、と。小さくは任せない。できるだけドカッと大

きく任せるようにしています。最初は重要な方針か

ら始まってアウトプットのレベル、進捗管理なども

含め、プランニングの段階からすり合わせは必要で

す。これを何度か繰り返せば、次第に細かく言わな

くても期待感がすり合ってきます。

奥田　変えていける、変われる人でなければ成長

できないと思うのですが、変われる人とそうでない

人の違いは何でしょう？

八子　変わることを前提にしているかどうか、でし
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こぼれ話　　

　1997年、松下電工（現パナソニック）入社。宅内組み込み型
情報配線機器の設計開発や介護機器の商品企画・開発に従事。複数のコ
ンサルティング企業を経て2016年、ウフルに参画。さまざまなエコシス
テム形成に貢献。19年、INDUSTRIAL-Xを起業、代表取締役に就任。ク
ラウドやIoT、DXコンサルタントとして多数の企業を支援。著書に「図解
クラウド早わかり」「DX CX SX」など。

2025.1.14 ／東京都港区のINDUSTRIAL-Xにて

構成・撮影／道越一郎
text and photo by Ichiro Michikoshi

ょうか。変わらないことを前提にしている人は、何

かを変える際に「どうして？」って疑問に思ったり、

抵抗を示したりする。いやいや、環境が変わって

きているから当たり前じゃんとは考えない。日本の

社会は基本的に変わらない前提で物事がセットさ

れていますね。米国は逆。どんどん変わることが前

提です。企業のDXなんかはいい例です。日本の

現状はお粗末すぎます。確かに大きなビジョンな

ど、変えなくていいものもあります。しかしいまだに

紙にまみれて生産性向上が難しいまま、何も新し

いことを生み出せないような状況は論外です。

奥田　日本のIT投資はまったく不十分だと言われ

ていますが「変わらない前提」というのがまだまだ

根強いんでしょうね。

八子　実はものすごく大きなチャンスがあるはずな

んですが、国内のIT投資はたかだか14兆円。海外

の基準で考えれば、本来その2倍はないといけない

はずなんですよ。しかもIT貿易収支は赤字。もっ

と国産のSaaS、ソリューションを使いなよ、ってい

うかたちにしないと。

奥田　とはいえ、何を使えばどう変わるかも良く分

からない。

八子　そこでコンサルに、という話になると思うん

ですが、普通のところだと状況把握やヒアリング

で結構時間とお金がかかります。場合によっては

半年、数千万円という規模です。僕たちは、100以

上の業種業態の業務と課題をテンプレート化して

います。使えるソリューションや価格もすぐわかる

ようになっているんです。これを基に、最初の提案

書の段階から惜しげもなく出しちゃうんですよ。上

手くやれば10分ぐらいで提案書ができます。

奥田　ものすごい生産性の高さですね。ただ、せ

っかくの提案も、変わることが今の否定と捉えら

れ、抵抗感が出てくる場合もあるんじゃないです

か。

八子　否定ではなく、バージョンアップするという

考え方にすればいいんです。否定してゼロからつく

り直すということではなく。今までの仕事のやり方

を「やめちまえ」と言って、新しいやり方はこうだと

ドーンと打ち出してもうまくいきません。変えなくて

いいものと、変えたほうがいい仕事のやり方がある。

そこをちゃんと仕分けて、今の仕事のやり方をバー

ジョンアップしましょうというスタンスが重要です。

奥田　産業構造を変える、という大きなビジョンを

掲げていらっしゃいます。それは、一企業でどこま

で実現できるものなんですか。

八子　もちろん、われわれだけではできません。例

えばソリューションを提供してくださるパートナー

さんたちが100社以上いらっしゃいます。さらに、

われわれとそのお客様、さらにそのお客様も一緒に

なって、産業構造を変え得るプラットフォームをつ

くれるか、ということです。例えば金属加工業のあ

る領域の業務を、デファクト・スタンダード化して

いく。すると、その最先端の成功モデルを他社が踏

襲できます。そうやって広げていくんです。

奥田　自動車産業の変化とともに金属加工業も大

きな変革を迫られているわけですよね。

八子　われわれの中・長期ビジョンに「金属加工

業の方々を宇宙のビジネスに連れていく」というの

があります。これをスペースツインと呼んでいます。

EV化や自動運転が進めば、金属パーツの3分の1

が要らなくなります。つまり、それだけの人たちが

失業するわけです。しかし宇宙なら、宇宙船、宇

宙ステーション、スペースコロニーと金属の需要は

いくらでもあります。

奥田　DX支援の会社がなぜ宇宙なんですか。

八子　DXは30年あたりには一巡するでしょう。次

はいよいよIX。インダストリアル・トランスフォー

メーション。産業自体の変革です。さらに産業の

範囲は地球上から宇宙にまで広がる。UX、ユニバ

ーサル・トランスフォーメーションです。市場は月

だけで数兆円から数十兆円規模。金星や水星を考

えれば何百兆円規模になるか見当もつきません。

奥田　海外ではなく宇宙なんですね。

八子　海外の需要にも限りがあります。地球上を

面で横展開するより、日本の国力を強化して、そ

のまま垂直に上がっていけばいい。そういう発想な

んです。

奥田　われわればかりでなく、次の時代を担う若

い人たちにも、そんな大きなスケールで物事を捉え

られるようになることを期待したいですね。
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「ものづくりの環」の詩「ものづくりの環」の詩

ものを使う人がいますものを使う人がいます

ものを売る人がいますものを売る人がいます

ものをつくる人がいますものをつくる人がいます

いつの時代も私たちは生活の心地よさを求めますいつの時代も私たちは生活の心地よさを求めます

その意（おもい）が新しいものを生みますその意（おもい）が新しいものを生みます

使う人、売る人、つくる人──使う人、売る人、つくる人──

私たちは「ものづくりの環」のなかで私たちは「ものづくりの環」のなかで

すべての人の心が豊かになることを願っていますすべての人の心が豊かになることを願っています

使う人使う人
売る人売る人

つくる人つくる人

BCNは「ものづくりの環」を支えBCNは「ものづくりの環」を支え
育むメディア企業です育むメディア企業です

※この記事は、BCN+Rの「千人回峰（対談連載）」で公開中です。
https://www.bcnretail.com/hitoarite/

http://www.bcn . co. jp/

　INDUSTRIAL-Xのホームページには、「大学院時代
の研究テーマは『分子生物学に基づく単細胞の人工生
命モデル』でした」という主旨の表記がある。同社の
代表・八子知礼さんの挨拶は、こんな一文で始まる。
頭の中に、ほわほわ～と「？？」が浮かんでくるのを感
じながら、読み進める。分子生物学に基づいてプログ
ラムをつくり、コンピューターシミュレーションで再
現していくと、変化に柔軟な個体が生き残るという分
析結果を知ることができた。対談を続けていくうちに、
八子さんの思考の軸につながる学びになったことが明
らかになった。変わることを前提として、変化に柔軟
に対応することで強くなっていく。むしろ、そうでな
ければ生き残ることができないということを体感して
いる八子さんの言葉からは、確固たる意志を感じる。
　やめることよりも、続けるほうが楽であることが多々
ある。特に仕事においては、そのように感じている。
あえて意識しなければ、「何かをやめる」ことは選択肢
の中にない。私は「やめる決断をしたか？」と定期的に
自分に問いかけるようにしている。こうして、意識的
に自分に問い続ける日々を送るのは、「変わらないこと
は安定であり、安心である」という後ろ向きの思考だ
けになってしまいそうになるからである。八子さんと
の対談を振り返りながら、改めて自分の思考と向き合

い、自分自身を変えていくことの難しさを感じている。
今回の対談を通して、変わることを前提にすべきとい
う大きな学びを得た。
　八子さんのお母様は79歳。「いまだに働いています
よ」という八子さんの顔には笑みが浮かぶ。そして、
言葉からは尊敬の念を感じる。お母様は八子さんに、
努力する姿と生き生きと働く姿を見せ続けてきたんだ
なと想像することができた。子育てをしながら働いた
り、勉強をしたりと、きっといろいろなご苦労があっ
たことだろう。ただ、真剣に取り組んでいれば、それ
は自分に返ってくるし、子どもも何かしら感じてくれ
るものがあるに違いない。八子さんからは勇気もいた
だいたなぁと思いながら、こぼれ話を仕上げている。
朝食を食べている、わが娘を見守りながら。
� （奥田芳恵）

業種ごとのデファクトを
広げていけば生産性が上がり
産業に変化が生まれる


